
実証試験の概要 
－安定した通信を可能とする無線の有効利用に関する測定と実証－ 

 
１ 安定した通信のための測定と実証

２ 電波の有効利用のための測定と実証

 
電波到達距離、所要電力及び木造、鉄筋家屋内・外の伝搬状況試験 

３ 試験結果の概要 

受信局 

市街地・郊外地・開放地 

（アナログ・デジタル） 

地上高 

８ｍ 

送信局：熊本市内  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

同一波の繰り返し使用についての試験 

（１）安定した通信のための条件 

概ね半径数百ｍから数ｋｍの自治会等エリアに必要な送信電力は１００mW 以下 

（２）電波の有効利用のための条件 

次の図のとおりＡ自治会のエリアで使用した周波数は、概ね３つ先のＤ自治会で

使用が可能 

 

 

 

 

 

別紙３ 

希望波送信局：熊本市内 

地上高 

８ｍ 

同一波送信局：

バケット車 
受信局 

周波数：４００MHz 帯 

通信方式：アナログ・デジタル 

明瞭で安定した通信 

電波の繰り返し使用

Ａ自治会

電波の繰り返し使用 

ｆ１を使用

Ｄ自治会

ｆ１を使用

ｆ２を使用
Ｂ自治会

ｆ３を使用
Ｃ自治会

Ａ自治会

 

 ｆ１を使用
 

 
ｆ１

Ｄ自治会

を使用

ｆ２を使用
Ｂ自治会

ｆ３を使用
Ｃ自治会

 

 


